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はじめに

近年，烏撤の研究背や観察者のあいだで，夏鳥が減少しつつあることが広く話題となって

いる（Terborghl992，遠藤1993)．’1本における具体例としては．約30年|開lにわたるセン

サス結果をもとにした，東京都東久W/米Ilrでのサンショウクイ〃'icﾉりCO加ｓｄ〃αγjca畝s，チ

ゴモズLa7zii"sｵ妙加/s，ヨタカＣｔＺｌﾉ""Ig"Si"dic"s，アオバズクノW"“sCz/伽ﾉαｵαなどの減少例

や（Ilf良1994)，神奈川県横浜Iliで27年間の慨察頻度の記録からアオバズクが減っているこ

と（畑1994)，栃木ﾘI昨部寓Iliでサンコウチョウ姥功sゆﾉﾉo"g”りcα"“畝，クロツグミZ1z"‘ｚｆｓ

ｃａﾉ"js，サンショウクイが減少していることが報符されているが（平野1996)．西11本での夏

鳥の減少についての具体的な報併はまだない．

今1111,:Ｗｆらは．１J[i日本での夏烏の減少例として，山口県における災烏の減少傾向につい

て，１１本111肌の会''111県支部主催の探鳥会での１１１１呪極リストを'''心に分析を行なった．ここ

にその結果を柵Ｉ了する．

調査方法

1.分析の対象

１１本野鳥の会IIlI~l県支部では．探鳥会の際，参加者によって確認された鳥種をもとに出現

種リストを作成し，支部報「山11野鳥だより」に掲戯している．

支部報No.８～119（1.1本野鳥の会''111県支部1973-1995）の記録のうち，裏鳥の繁殖期で

ある４～８１１に，少なくとも４年以上にわたって，継続的に探脇会の|ﾙl催されている場所は

計１１か所で，探烏会の開催数はi1.501''1であった（衣１）．探鳥会は，ほぼ娠年開催されて

いる場所もあるが，多くの場所では隔年，もしくはそれ以上の間隔で火施されている．１９８０

年以前は，探烏会の実施回数は少なく，支部紺への確認種の掲依数も少ないため，1981年

以降をおもに分析の対象とした．
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探鳥会の記録のほかに1982～1986年と1991年に，上述の11か所のうち，内陸部３か所，

沿岸部１か所で，午前中を中心に，のべ22回の観察を行なった．これらの結果も分析にもち

いた．

2.分析方法

まず確認された種を「山口県の野鳥ガイド」（山口県立山口博物館1989）の記述をもとに

夏鳥，留鳥，冬鳥，漂鳥，迷鳥の５つに区分した．種によっては，ダイサギ恥""αα〃α，

コチドリＣﾙα、が"ｓ””s，シロチドリＣａﾉgxzz"｡””s，バンＧαﾉ"""ﾉαｃﾙﾉ0”，邸ｓのよう

に，日本で繁殖するために春～秋にかけて渡来する夏鳥でありながら，一部越冬する個体も

いるため，夏鳥と留鳥の両方に区分される種もある．

次に，夏鳥と留鳥について，1973～1995年を，1973～1975年，1976～1980年，1981～

1985年，1986～1990年，1991～1995年の５期に区切り，探鳥会と調査で確認された種の

場所ごとの出現率を計算した．出現率は，探鳥会および調査の回数に対する，その鳥種の観

表1．解析対象地の環境及び探鳥会・現地調査の回数

Table１．Enviromentalcharacteristicsandobservationtimesinthestudyarea．
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:Forest/Park

:Forest/Park

：Grass

：Forest

探鳥会の開雌及び調査地

Locality

環境

Environmentalcharacteristics

○＝探鳥会開催，。＝現地調査実施，●＝探鳥会開催十現地調査．

○＝regularbirdingevents,。＝ourobservation,●＝regularbirdingevents+ourobservation．

平野部：Plain

Ａ岩国市尾津

Ｂ山口市深溝

Ｃ小野田市，厚狭郡山陽町

河口／ハス田／市街地：Rivermouth/Lotusfield/Cityarea

河口／干潟／水田：Rivermouth/TYdeflat/Riceiield

河口／干潟／水田：Rivermouth/'I1deflat/Riceiield

年：Year7374757677787980818283848586878889909192939495観察回数：Observationtimes

山地：Mountainousarea

D玖珂郡錦町寂地山国有林

Ｅ玖珂郡錦町深谷大橋

Ｆ都濃郡鹿野町長野山

Ｇ都濃郡鹿野町筋ヶ岳

Ｈ佐波郡徳地町滑山国有林

Ｉ山口市，阿武郡旭村２１世紀の森

Ｊ美祢郡秋芳町，美東町秋吉台

Ｋ豊浦郡豊田町拘留孫山
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1７

察回数とした．この場所ごとの出現率を平均したものを期間別出現率とした．この期間別出

現率の表をもとに，観察頻度の比較的高い1981～1985年と1991～1995年で，先の５年間，

後の５年間とも記録されている種を「変化なし｣，先の５年間には観察されていたが，後の５

年間には観察されなかった種を「減少｣，先の５年間は観察されていなかったが，後の５年間

で観察された種を「増加｣，どちらの５年間にも記録されていない種を「どちらともいえな

い」とみなし，夏鳥と留鳥について，この４項目の種数の割合を求めた．夏鳥と留鳥の出現

傾向は百分率法（信頼区間60％）により比較した．

ぷぷ
■・■_●｡

国Resident
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いだで出現傾向には差があるといえる．

考察

減少した夏鳥９種は，いずれも近年減少しつつあるといわれている種で（遠藤1993)，山

口県においても，ほかの地域と同様に減少しているといえる．

期間別出現率が10％以上減少し，減少が顕著な夏鳥７種のうち，コアジサシは近年日本

各地で減少しているといわれている種である（金井ほか1991，桑原ほか1993)．その原因と

しては，繁殖地の環境悪化や繁殖に適した場所の減少，繁殖成功率の低下があげられている

(鳥羽1994)．山口県でも，以前に較べて繁殖地が減少したことが報告されている（林・岡

田1992)．

その他に期間別出現率が10％以上減少したサシバ，コノハズク，アオバズク，ヨタカ，サ

表2.夏鳥の出現率の変化

Table2.VariationofoccuITencerate(%)ofsummervisitorspecies
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表3.留鳥の出現率の変化
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ンコウチョウ，クロツグミの６種は，いずれも森林性の鳥で，繁殖期と同様に越冬地の生息

環境も森林である（King”αﾉ.1975)．

森林性の鳥類が減少する原因としては，森林が細分化され，面禎が小さくなると，森林面

槻の減少と対応して森林に生息する種数が減少することや（樋口ほか1982)，分断化された

森林の周縁部では捕食率が高く，繁殖成功率が低いこと，高い率で托卵されることが報告さ

れている（Gates＆Gysell978，Wilcovel985)．山口県での森林性の鳥類の繁殖環境をみて

みると，森林面積自体は，期間別出現率の比較を行なった1981年以降，ほとんど変化して

いない（山口県農林部林政課1981-1995)．これは各種の開発が行われ森林が失われた反面，

過疎化や高齢化により耕作地等が放置され，新たに森林化が進んだことによるものと思われ

る．また，上記報告書によると，天然林が減少し，人工林が増加する傾向にある．落葉広葉

樹を含む壮齢人工林を除けば，人工林は天然林に較べると鳥類の種数，生息密度が低いこと

が報告されており（由井1988)，人工林への転換は森林性の鳥類の減少を引き起こしている

可能性がある．しかし，今回，期間別出現率の比較を行なった内陸部の８か所の探鳥地につ

いては，Ｆ地点（鹿野町長野山）で，道路の拡幅工事や小規模の施設設置により変化がある

ものの，概して森林面槙の減少や森林の分断化，樹種の転換などの大規模な環境の変化はな

く，森林性鳥類にとっての生息環境そのものは大きく変化していないと考えられる．探鳥会

や調査で一部の夏鳥や留鳥の生息が確認できなかった明確な理由は不明であるが，減少した

前記の夏鳥６種にほぼ共通する条件としては，分布域にいくらか差があるものの，どの種も

マレーシア，フィリピン，タイ，ミャンマー，ベトナム，カンボジア，インドネシア，それ

から中国南部を含めた，おもに東南アジアで越冬する種である（Kingetaﾉ.1975，高野1982,

Lekagul＆Roundl991)．東南アジアでは現在，経済の発展とともに，大規模な森林伐採が

進んでいるといわれている．たとえばタイでは，第二次世界大戦末には国土の70～80％あ

った森林面槻が，1985年には国土面積の29％になったという報告もある（Roundl993)．山

口県では，留鳥に較べて，夏鳥が減少していることから，繁殖地の環境悪化よりはむしろ，

越冬地にあたる東南アジアでの環境悪化が，これら夏鳥の減少を引き起こしている可能性が

考えられる．北米では，森林の分断化や越冬地の環境破壊により北米を繁殖地にする渡り鳥

が急速に減少していることが報告されており（Askinsgtaﾉ.1990,Terborghl992)，同様の

現象がアジア地域でも起きていると考えられる．また，その他に夏鳥の減少要因として，サ

シバでは，渡りの中継地での密猟が個体数の減少を引き起こす可能性も示唆されている（宮

崎1991)．

今後，夏鳥の減少のメカニズムを明らかにしていくためには，越冬地での生態の研究に加

えて，越冬地の森林面積の減少や分断化との関係，渡りの中継地の問題を関連づけながら解

析していく必要があると思われる．
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助言および文献の紹介をいただいた．また，日本野鳥の会山口県支部の方からは探鳥会記録の分析

にあたり快く承諾いただいた．特に小川孝生氏，三宅貞敏氏，小林繁樹氏からは文献や最近の探鳥

地の情報の提供を受けた．さらに，三宅島自然ふれあいセンター・アカコッコ館のジャック．Ｔ・

モイヤー博士には英文を校閲していただいた．これらの方々に厚くお礼申し上げる．

要約

1.1973～1995年に，夏烏の繁殖期にあたる４～８月に日本野鳥の会山口県支部により開催された計

５０回，１１か所での探鳥会の出現極に加えて，のべ22回の調査結果をもとに山口県での夏鳥の減

少傾向について分析した．

2.1981～1985年と1991～1995年で，夏鳥と留鳥の期間別出現率を比較したところ，1981～1985

年に留鳥は45種，夏鳥は28種が観察されていたのに対し，1991～1995年には，先の５年間に確

認されていた種のうち，留鳥３樋，夏鳥９種が観察されなかった．減少したのは，夏烏では，サ

シバ，コノハズク，アオバズク，ヨタカ，クロツグミ，サンコウチョウ，コアジサシ，イワツバ

メ，アカショウビンの９種で，留鳥では，クマタカ，ヤマセミ，オオアカゲラの３種であった．

3.1981～1985年から1991～1995年までのあいだで，留鳥では夏鳥に較べて「変化なし」の割合が

高かったのに対し，夏烏では留鳥に較べて「減少」の割合が高く、両者の出現傾向には差がみら

れた．
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Decreaseofsummervisitingbirdsi、YamaguchiPrefectureanalyzedfromrecordsof

regularbirdingevents．

YutakaYamamoto1＆NorihiroSeto2

1・WildBirdSocietyofJapanMiyakeNatureCenter,AkakokkoStation､Tsubota4188,Miyakemura,Miyake‐

ｊｉｍａ,TokyolOO12

2.3-163,Nonoue-cho,AkashiCity,Hyogo６７３

１.WeanalyzedtherecordsoffiftyregularbirdingeventsconductedbytheYamaguchi-ken

chapteroftheWildBirdSocietyofJapanhoml973tol995inYamaguchiPrefecture,westem

Japan,plustwentytwoofourownsetsofobservations、

2.Anaverageoccurrencemtefbreachspecieswascalculatedasthenumberofbirdingtripsand

observationsonwhichthatspecieswasobserved,dividedbythetotalnumberofbirding

tripsandobservationsineachobservationperiod

3､Acomparisonoftheoccurenceratesofsummervisitorsandresidentswasmadebetweenthe

periodsfroml981-1985andl991-1995・Oftheresidentspecies,threeoutof45specieswere

notrecordedduringthesecondobservationperiodwhile,ofthesummervisitors,ninespecies

outoftwentyeightspecieswerenotrecordedduringthissecondperiod・Itisclearthat,ofthe

summervisitorspecies,GrayfacedBuzzard-eagleB測血zs"γ伽｡”s,ＳｃｏｐｓＯｗｌＯ畝SSC”s，

BrownHawk-owlM"Oxsc拠如ﾉα『α,JungleNightjarQZ伽沈"妙s伽｡""s,GrayThrush””妬

ｃα”ｉｓ,BlackParadiseFlycatcher71gゆs秒加"ｇα"cα"血如,HouseMartinDe"ＣＡＯ〃〃幼iaz，

RuddyKingfisherHZzﾉ‘yo〃CO”腕α"“andLittleTemS彪畑αα肋伽"saredecreasing､Ofthe
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residentspecies,HodgsonIsHawk-Eagle助jzae畝s〃伽ﾉg"sjS,GreaterPiedKingfishera，､yﾉｅ

ﾉ増"619isandWhite-BackedWoodpeckerDe"｡”c”0sﾉe"”mstendtobedecreasing.'nlereis

asignincantdifferencebetweentheoccurrencerateofsummervisitorsandthatofresidents･

Summervisitingspeciesdecreasedmorerapidlythanresidentspecies．

Ｋ２y〃0れなdec"(zseqfs"加加eγ"“ｏｒ,“"ねγ6ｊ〃蝿”g"ｊ,yIz加(zg"c〃Ｂ２/もc〃”

付表1.探鳥会記録と現地調査により減少傾向のみられた夏烏と留鳥(■:生息確認,□:生息未確認）
Appendixl・Speciesofsummervisitorsandresidentsdecreasingduringthestudyperiodiiroml973to

l995(■:occurrence,□:nosightings)．
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